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(57)【要約】
【課題】冷却用ファンによる冷却機能を具備しつつ省エ
ネ面で好適な内視鏡用光源装置を提供すること。
【解決手段】内視鏡用光源装置を、所定の開口部が形成
された筐体、該開口部を通じて筐体内に着脱自在な光源
、該開口部を開閉自在に覆う扉体、該扉体の筐体内側の
面に取り付けられた太陽電池パネル、該太陽電池パネル
で発生した電圧によって動作して筐体内を冷却する冷却
機構、から構成した。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の開口部が形成された筐体と、
　前記開口部を通じて前記筐体内に着脱自在な光源と、
　前記開口部を開閉自在に覆う扉体と、
　前記扉体の前記筐体内側の面に取り付けられた太陽電池パネルと、
　前記太陽電池パネルで発生した電圧によって動作して前記筐体内を冷却する冷却機構と
、
を有することを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　前記冷却機構は、
　　前記太陽電池パネルで発生した電圧によって動作する冷却用ファンと、
　　前記冷却用ファンが流す空気を前記筐体の外部に排気する排気口と、
を有することを特徴とする、請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】
　太陽電池パネルの発電量を検知する発電量検知手段と、
　検知された発電量に基づいて前記光源の寿命を算出する寿命算出手段と、
を更に有することを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　前記寿命算出手段が算出した前記寿命をユーザに通知する通知手段、
を更に有することを特徴とする、請求項３に記載の内視鏡用光源装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明光を内視鏡に供給する内視鏡用光源装置に関連し、詳しくは、省エネ性
能に優れた内視鏡用光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　患者の体腔内を診断するためのシステムとして、内視鏡システムが一般に知られ、実用
に供されている。この種の内視鏡システムには、自然光の届かない体腔内を電子スコープ
やファイバスコープ等のＬＣＢ（light carrying bundle）を通じて照明する光源装置が
備えられている。内視鏡用光源装置の具体的構成例は特許文献１に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１０１７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の内視鏡用光源装置をはじめとする一般的な内視鏡用光源装置には、
キセノンランプ、ハロゲンランプ、水銀ランプ、メタルハライドランプ等の高輝度ランプ
が搭載されている。この種の高輝度ランプは、発熱量が多いことから、閉鎖された空間で
ある光源装置筐体内の温度を上昇させる虞がある。そこで、内視鏡用光源装置には、放熱
対策として冷却用ファンが取り付けられている。すなわち、内視鏡用光源装置は、ランプ
点灯時の電気的損失により生じた熱を冷却用ファンを用いて冷却するように構成されてい
る。しかし、冷却用ファンを動作させた場合、更なる電気的損失が発生する。つまり、従
来構成は、無駄な電力消費が多いという問題を抱えていた。
【０００５】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、冷却用フ
ァンによる冷却機能を具備しつつ省エネ面で好適な内視鏡用光源装置を提供することであ
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る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決する本発明の一形態に係る内視鏡用光源装置は、所定の開口部が形成
された筐体と、該開口部を通じて筐体内に着脱自在な光源と、該開口部を開閉自在に覆う
扉体と、該扉体の筐体内側の面に取り付けられた太陽電池パネルと、該太陽電池パネルで
発生した電圧によって動作して筐体内を冷却する冷却機構とを有することを特徴とした装
置である。
【０００７】
　本発明に係る内視鏡用光源装置によれば、太陽電池パネルを光源近傍に設けられた扉体
に取り付けることにより、放射光の散乱成分を効率良く取り込むことができる。このよう
に効率良く取り込んだ、本来熱となって損失する放射光を有効利用して冷却機構を動作さ
せるため、優れた省エネ性能が達成される。また、扉体に達する散乱成分を太陽電池パネ
ルが大幅に遮断するため、ユーザが直接手を触れる扉体の加熱が有効に抑えられる。
【０００８】
　冷却機構は、太陽電池パネルで発生した電圧によって動作する冷却用ファンと、該冷却
用ファンが流す空気を筐体の外部に排気する排気口とを有した構成としてもよい。
【０００９】
　本発明に係る内視鏡用光源装置は、太陽電池パネルの発電量を検知する発電量検知手段
と、該検知された発電量に基づいて光源の寿命を算出する寿命算出手段とを更に有する構
成としてもよい。本発明に係る内視鏡用光源装置はまた、光源を交換すべき時期をユーザ
に把握させるべく、寿命算出手段が算出した寿命をユーザに通知する通知手段を更に有す
る構成としてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、冷却用ファンによる冷却機能を具備しつつ省エネ面で好適な内視鏡用
光源装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡システムの外観図である。
【図２】本発明の実施形態のプロセッサの外観斜視図である。
【図３】本発明の実施形態のプロセッサの内部構造を示す内部構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態の電子内視鏡システムについて説明する。
【００１３】
　図１は、本実施形態の電子内視鏡システム１の外観図である。図１に示されるように、
電子内視鏡システム１は、被写体を撮影するための電子スコープ１００を有している。電
子スコープ１００は、可撓性を有するシース（外皮）１１ａによって外装された可撓管１
１を備えている。可撓管１１の先端には、硬質性を有する樹脂製筐体によって外装された
先端部１２が連結されている。可撓管１１と先端部１２との連結箇所にある湾曲部１４は
、可撓管１１の基端に連結された手元操作部１３からの遠隔操作（具体的には、湾曲操作
ノブ１３ａの回転操作）によって屈曲自在に構成されている。この屈曲機構は、一般的な
電子スコープに組み込まれている周知の機構であり、湾曲操作ノブ１３ａの回転操作に連
動した操作ワイヤの牽引によって湾曲部１４を屈曲させるように構成されている。先端部
１２の方向が上記操作による屈曲動作に応じて変わることにより、電子スコープ１００に
よる撮影領域が移動する。
【００１４】
　図１に示されるように、電子内視鏡システム１は、プロセッサ２００を有している。プ
ロセッサ２００は、電子スコープ１００からの信号を処理する信号処理装置と、自然光の
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届かない体腔内を電子スコープ１００を介して照明する光源装置とを一体に備えた装置で
ある。別の実施形態では、信号処理装置と光源装置とを別体で構成してもよい。
【００１５】
　プロセッサ２００には、電子スコープ１００の基端に設けられたコネクタ部１０に対応
するコネクタ部２０が設けられている。コネクタ部２０は、コネクタ部１０に対応する連
結構造を有し、電子スコープ１００とプロセッサ２００とを電気的にかつ光学的に接続す
るように構成されている。
【００１６】
　図２は、プロセッサ２００の外観斜視図である。図３（ａ）は、プロセッサ２００の内
部構造を側視する内部構造図である。図３（ｂ）は、プロセッサ２００の内部構造を斜視
する内部構造図である。図２に示されるように、プロセッサ２００の筐体側面には、開閉
自在なランプ交換用扉２０２が設けられている。プロセッサ２００の筐体内には、ランプ
２０４、２０６が配置されている。ランプ交換用扉２０２は、ユーザがランプ交換のため
にランプ交換用扉２０２を開けたときにランプ２０４、２０６に手が届くよう、ランプ２
０４、２０６に近接した位置に設けられている。
【００１７】
　ランプ２０４、２０６は、プロセッサ２００の筐体に回転自在に支持された周知の回転
盤２２０に取り付けられている。回転盤２２０は、筐体側面のスイッチ２２２の切替に応
じて、ランプ２０４又は２０６の光軸と電子スコープ１００のＬＣＢの光軸とを一致させ
る位置まで回転して停止する。ＬＣＢと同軸に位置する一方のランプは、ランプ電源イグ
ナイタによって始動して白色光を放射する。
【００１８】
　ランプ２０４、２０６には、キセノンランプ、ハロゲンランプ、メタルハライドランプ
等の高輝度ランプが想定される。この種のランプは、高輝度である反面、点灯時において
電気的損失による多量の発熱を伴う。そこで、図３に示されるように、プロセッサ２００
の筐体内には、冷却用ファン２０８が設置されている。プロセッサ２００の筐体背面には
、排気口２１０が形成されている。冷却用ファン２０８の動作中、ランプ点灯に伴う発熱
で上昇した筐体内の空気が筐体背面側に流れて、排気口２１０を通じて排気される。冷却
用ファン２０８の放熱機能により、プロセッサ２００の筐体内の異常加熱が有効に避けら
れる。
【００１９】
　ところで、従来の内視鏡用光源装置は、上述したように、無駄に消費される電力が多い
という問題を抱えている。そこで、本実施形態では、エネルギー損失を軽減して省エネ性
能を改善すべく、太陽電池を利用して冷却用ファン２０８を動作させる構成を採用した。
【００２０】
　具体的には、プロセッサ２００は、太陽電池パネル２１２がランプ交換用扉２０２の裏
面（筐体内側の面）にネジ止め等によって取り付けられている。太陽電池パネル２１２は
、直並列接続された複数枚のセルをパネル面のほぼ全面に有している。ランプ点灯中は、
ＬＣＢに入射した放射光以外の成分がプロセッサ２００の筐体内で散乱している。太陽電
池パネル２１２は、筐体内を散乱するランプ２０４又は２０６の放射光を受光することで
電圧を発生させる。太陽電池パネル２１２は、ランプ２０４、２０６に近接配置されてい
るため、放射光の散乱成分を効率良く取り込むことができる。
【００２１】
　太陽電池パネル２１２の下部には、一対の接続端子２１２Ｔが設けられている。これら
の接続端子２１２Ｔの各々は、ランプ交換用扉２０２を閉じたときにプロセッサ２００の
筐体内に固定された一対の接続端子２１４Ｔの各々に接触する。太陽電池パネル２１２は
、発生させた電圧を接続端子２１２Ｔ、２１４Ｔを通じて冷却用ファン２０８に供給する
。すなわち、本実施形態では、本来熱となって損失する放射光を有効利用して冷却用ファ
ン２０８を動作させることにより、優れた省エネ性能を獲得している。
【００２２】
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　なお、ランプ交換用扉２０２は、ユーザが直接手を触れる部品である。そのため、ラン
プ２０４又は２０６の放射光によるランプ交換用扉２０２の加熱を有効に抑えることが望
まれる。本実施形態においては、太陽電池パネル２１２が放射光を取り込むため、ランプ
交換用扉２０２に達する放射光が大幅に軽減する。すなわち、太陽電池パネル２１２をラ
ンプ交換用扉２０２の裏面に配置することにより、放射光によるランプ交換用扉２０２の
加熱が好適に抑えられる。
【００２３】
　以上が本発明の実施形態の説明である。本発明は、上記の構成に限定されるものではな
く、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば太陽電池パネル
２１２で発生した電圧は、冷却用ファン２０８以外の別の回路に供給してもよい。
【００２４】
　キセノンランプは、放射光量が発光回数と共に徐々に低下する性質を持つ。また、太陽
電池パネル２１２は、発電量が受光量に依存して増減する特性を持つ。そこで、別の実施
形態では、プロセッサ２００に搭載されたＤＳＰ（Digital Signal Processor）が太陽電
池パネル２１２の発電量を検知する。ＤＳＰは次いで、検知された発電量に応じたランプ
寿命を所定の関数を用いて算出する。所定の関数は、例えば試験等で測定された測定値を
用いて予め求められている。算出されたランプ寿命は、例えばプロセッサ２００のプロン
トパネル面に設けられたインジケータ等を利用してユーザに通知される。ユーザは、イン
ジケータを確認することにより、ランプを交換すべき時期を把握することができる。
【符号の説明】
【００２５】
１　電子内視鏡システム
１００　電子スコープ
２００　プロセッサ
２０２　ランプ交換用扉
２０４、２０６　ランプ
２０８　冷却用ファン
２１０　排気口
２１２　太陽電池パネル
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